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肝疾患相談支援センターだより

近畿大学病院 肝疾患相談支援センター
Kindai University Hospital, Liver disease consultation support center
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Tel.072-366-0221
https://www.med.kindai.ac.jp/liver/

お問合せ

性格
座右
の銘

おとなしくて温厚な性格。体を守ってくれるやさしい子で
す。普段からあまり怒ったり大声を出したりすることがな
いので、周りから気づかれにくいのが悩みどころ。

沈黙の臓器と呼ばれるほど、ほとんどの人が肝臓のピンチに気が付かな
いので、皆に大事さをもっと伝えたいと祈ったら、このような（かわいい）
姿にトランスフォームした肝臓。語尾は「デショ」。

あなたならボク（肝臓）を守ることができる
よ！！ってことデショ。

肝疾患相談支援センター イメージキャラクター

きゃんゾウくん

近畿大学病院 肝疾患相談支援センター
Kindai University Hospital, Liver disease consultation support center

どうぞよろしくデ
ショ♪

can

肝 Doit！You

https://www.med.kindai .ac. jp/

2F
お聞かせください
みなさまの をお声Voice

ご意見や今後取り上げてほしい内容など
みなさまのお声をお聞かせください。

きゃんゾウくん
メッセージも
お待ちしております !

への

まってる

デショ♪

CHECK!

今年も美味
しく

食べられたこ
とに感謝デ

ショ今年も美味
しく

食べられたこ
とに感謝デ

ショ

2024年夏、フランスの首都パリではオリンピックが開催さ
れました。パリの街並みと肝臓には意外な関係があります。
肝臓の中には肝動脈、門脈、肝静脈という3種類の血管と、胆汁
が通る胆管が通っており、肝臓という街の中をいろんな道が
すみずみまで張り巡らされた構造をしています。1954年に
フランスの外科医クイノー
は、肝臓内の脈管の走行に応
じて、肝臓の領域に1から8
までの区域番号をつけまし
た。パリの街区番にならった
といわれており、このクイ
ノーの肝区域は、位置情報を
わかりやすくあらわす大切
な役割を果たしています。

肝臓にも番地がある？ 「クイノーの肝区域」

近畿大学奈良病院 消化器内科 医師　
千品  寛和

自己免疫性肝疾患②
原発性胆汁性胆管炎

近畿大学病院 消化器内科 医師
依田  広

自己免疫性肝疾患①
自己免疫性肝炎

肝炎・肝がんについて知ろう！
あなたの肝臓を守るために

YouTube配信 肝臓病教室

其
之
五小話帳

のきゃんゾウくん
キ
ニ
ナ
ル

動画の一覧はコチラ♪
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肝
臓
と
膵
臓
に
つ
い
て

肝
臓
と
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

第
5
回
目
は
肝
臓
と
膵
臓
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肝
臓
と
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

第
5
回
目
は
肝
臓
と
膵
臓
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肝
臓
と
〇
〇

5第
回

シ
リ
ー
ズ

肝臓と〇〇 シリーズ 肝臓と膵臓について5第
回

膵
臓
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

　
膵
臓
は
、
上
腹
部
の
背
中
側
で
腰
の
骨（
腰
椎
）

の
前
方
の
後
腹
膜
と
い
う
領
域
に
存
在
し
ま
す
。

長
さ
は
約
15㎝
で
魚
の
よ
う
に
細
長
い
形
を
し
て

お
り
、
頭
部
、
体
部
、
尾
部
と
3
つ
の
領
域
に
わ

か
れ
て
い
ま
す
。
膵
臓
の
一
部
は
、
胃
や
十
二
指

腸
の
後
ろ
側
に
あ
る
の
で
、
体
の
外
か
ら
の
腹
部

超
音
波
検
査（
エ
コ
ー
）で
は
観
察
が
難
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
精
密
画
像
検
査
と
し
て
は
、
内
視

鏡（
胃
カ
メ
ラ
）の
先
端
に
超
音
波
検
査
装
置
を

内
蔵
し
た
超
音
波
内
視
鏡
検
査
や
、
C
T
検
査
、

M
R
I
検
査（
M
R
C
P
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

A
L
T
、
A
L
P
、γ
-G
T
P
、
総
ビ
リ
ル
ビ

ン
な
ど
）
に
異
常
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゼ
、
ト
リ
プ
シ
ン
な
ど
の
消
化
酵
素
を
含
む
膵

液
を
つ
く
っ
て
、
膵
管
と
い
う
道
を
経
由
し
十

二
指
腸
へ
分
泌
す
る
働
き
で
す
。
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

に
は
炭
水
化
物
を
ブ
ド
ウ
糖
に
す
る
作
用
が
、

リ
パ
ー
ゼ
に
は
脂
肪
を
分
解
す
る
作
用
が
、
そ

し
て
ト
リ
プ
シ
ン
に
は
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
す

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
膵
臓
は
三
大
栄
養
素
で

あ
る
炭
水
化
物
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
を
消
化

す
る
上
で
主
役
の
臓
器
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
内
分
泌
機
能
は
、
膵
臓
の
中
に
あ
る
ラ
ン
ゲ

ル
ハ
ン
ス
島
細
胞
が
イ
ン
ス
リ
ン
や
グ
ル
カ
ゴ

ン
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
物
質
を
つ
く
り
、
肝
臓
に

つ
な
が
る
血
管
の
中
へ
分
泌
す
る
働
き
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
に
は
血
糖
値
を
下
げ
る
作
用
が
、

グ
ル
カ
ゴ
ン
に
は
血
糖
値
を
上
げ
た
り
腸
の
動

き
を
遅
く
し
た
り
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

依田  広
近畿大学病院
消化器内科 医師

　
膵
臓
の
働
き
に
は
お
お
き
く
２
つ
に
わ
け

て
、外
分
泌
機
能
と
内
分
泌
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
外
分
泌
機
能
と
い
う
の
は
、
膵
臓
の
大
部
分

を
占
め
る
腺
房
細
胞
が
、ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、リ
パ
ー

膵
臓
の
は
た
ら
き
は
？

〜
外
分
泌
機
能
と
内
分
泌
機
能
〜

膵
臓
で
炎
症
（
急
性
膵
炎
）
が
お
こ
る
と
、
腹

痛
ま
た
は
背
部
痛
を
き
た
し
ま
す
。
長
期
に
炎

症
（
慢
性
膵
炎
）
が
お
こ
り
外
分
泌
能
の
低
下

が
お
こ
る
と
、
消
化
不
良
に
よ
り
下
痢
や
脂
肪

便
（
油
っ
ぽ
い
便
）
を
き
た
し
ま
す
。
血
液
検

査
と
し
て
は
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
を
測
定
し
、
も
し
も

高
い
値
で
あ
れ
ば
、
急
性
膵
炎
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
は
、
口
の
ま
わ
り
に
あ

る
唾
液
腺
の
炎
症
で
も
高
い
値
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
ア
イ
ソ
ザ
イ
ム

ま
た
は
リ
パ
ー
ゼ
を
測
定
し
て
、
腹
痛
や
背
部

痛
な
ど
の
症
状
の
有
無
や
画
像
検
査
も
併
せ

て
、総
合
的
に
診
断
し
ま
す
。一
方
で
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
が
低
い
値
の
場
合
、
膵
臓
の
外
分
泌
能
が

弱
っ
て
い
る
慢
性
膵
炎
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
膵

臓
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
る
力
は
、
血
糖
値
と
同

時
に
イ
ン
ス
リ
ン
ま
た
は
C
ペ
プ
チ
ド
を
測
定

す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
糖
尿
病
を
疑
う
場
合
に

は
糖
液
を
の
ん
で
、
30
分
〜
60
分
お
き
に
2
時

間
、血
糖
値
と
イ
ン
ス
リ
ン
値
を
測
定
し
ま
す
。

膵
臓
に
が
ん
が
存
在
す
る
場
合
は
C
A
19
-9

や
C
E
A
な
ど
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
高
い
値
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
腫
瘍
マ
ー
カ
の
測
定

で
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
が
ん
が
膵
臓
の
頭
部
に
で
き
て
胆
管
が
閉

塞
し
た
場
合
に
は
、
皮
膚
や
目
が
黄
色
く
な
っ

た
り
（
黄
疸
）、
肝
臓
の
数
値
（
A
S
T
、

膵
臓
病
の
お
も
な
症
状
と

血
液
検
査
は
？

高
血
糖
に
な
る
と
、
膵
臓
か
ら
は
過
剰
に
イ
ン

ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に
低

血
糖
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

肝
臓
が
健
康
で
あ
っ
て
も
、
膵
内
分
泌
機
能
が

低
下
し
て
い
る
場
合
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
十
分

に
分
泌
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
高
血
糖

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
肝
臓
ま

た
は
膵
臓
の
一
方
の
機
能
が
低
下
す
る
だ
け

で
、血
糖
値
が
乱
高
下
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

健
診
な
ど
で
血
糖
値
の
異
常（
高
血
糖
ま
た
は

低
血
糖
）を
指
摘
さ
れ
た
と
き
に
、
肝
機
能
や

膵
機
能（
膵
内
分
泌
機
能
）に
異
常
が
な
い
か

調
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

　
膵
液
は
膵
管
と
い
う
管
を
と
お
っ
て
、
肝
臓

で
つ
く
ら
れ
胆
管
を
通
っ
て
き
た
胆
汁
と
と
も

に
、
十
二
指
腸
に
分
泌
さ
れ
、
食
物
の
消
化
を

促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
は
門
脈
と
い
う
血
管
に

流
れ
て
い
き
、
消
化
管
で
吸
収
さ
れ
た
ブ
ド
ウ

糖
と
ま
ざ
っ
て
、
ま
ず
肝
臓
に
到
達
し
ま
す
。

肝
臓
の
細
胞
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
は
た
ら
き
で
ブ

ド
ウ
糖
を
吸
収
し
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
と
し
て
蓄

え
て
お
く
と
と
も
に
、
血
糖
値
は
適
正
な
レ
ベ

ル
に
ま
で
低
下
し
ま
す
。
肝
臓
を
通
り
抜
け
た

ブ
ド
ウ
糖
は
脳
や
筋
肉
、
心
筋
な
ど
全
身
の
細

胞
に
到
達
し
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
膵
臓
は

外
分
泌
機
能
に
お
い
て
も
内
分
泌
機
能
に
お
い

て
も
、
肝
臓
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
連
携
し
な
が

ら
働
い
て
い
る
の
で
す
。

肝
臓
と
膵
臓
の
連
携
プ
レ
ー

　
膵
臓
が
健
康
で
あ
っ
て
も
、
肝
臓
が
わ
る
く

な
る
と
、
肝
臓
に
お
け
る
ブ
ド
ウ
糖
吸
収
や
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
貯
蔵
能
力
が
障
害
さ
れ
て
し
ま

い
、
食
後
は
高
血
糖
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

肝
臓
と
膵
臓
の
連
携
が
わ
る
く
な
る
と

　
肝
臓
の
病
気
も
膵
臓
の
病
気
も
初
期
に
は
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
無
症
状
で

あ
っ
て
も
、
も
し
も
肝
臓
の
値
や
血
糖
値
の
値

に
異
常
が
あ
れ
ば
、
肝
臓
や
膵
臓
を
く
わ
し
く

調
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
背
中
が
痛
い
、
腰

が
痛
い
と
い
う
症
状
が
骨
の
病
気
で
は
な
く
、

膵
臓
病
か
ら
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
！

　
肝
臓
と
膵
臓
を
い
た
わ
っ
て
、
病
気
の
予
防

や
早
期
発
見
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
！

肝
臓
病
や
膵
臓
病
の
早
期
発
見
の
た
め
に

①肝臓と腎臓について
②肝臓と食道・胃について
③肝臓と皮膚について
④肝臓と胆道について

近大病院　きゃんゾウくん
https://www.med.kindai.ac.jp/liver/public_relations.html

肝臓と
〇〇シリーズ
バックナンバー
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原
発
性
硬
化
性
胆
管
炎（
以
下
、P
S
C
と
い
う
。）

は
、肝
内
胆
管
や
肝
外
胆
管
が
進
行
的
に
硬
く
な
っ

た
り
、狭
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、胆
汁
の
流
出
障

害
を
起
こ
す
疾
患
で
す
。胆
管
の
手
術
や
外
傷
、総

胆
管
結
石
な
ど
の
原
因
が
あ
っ
て
、二
次
的
に
来
し

た
線
維
性
胆
管
狭
窄
は
2
次
性
硬
化
性
胆
管
炎
と

さ
れ
て
お
り
P
S
C
か
ら
は
除
外
さ
れ
ま
す
。き
ゃ

ん
ゾ
ウ
く
ん
レ
タ
ー
V
o
l
.
6
、V
o
l
.
7
に
掲

載
さ
れ
た
自
己
免
疫
性
肝
炎
や
原
発
性
胆
汁
性
胆

管
炎
と
同
様
に
自
己
免
疫
性
疾
患
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
根
本
的
な
原
因
は
不
明
で
す
。潰
瘍

性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
に
代
表
さ
れ
る
炎
症
性
腸

疾
患
の
合
併
が
多
く
、何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。P
S
C
は
男
性
に
多
い
傾
向

が
あ
り
、発
症
年
齢
は
30
歳
代
と
60
歳
代
に
よ
く
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
下
に
P
S
C
の
代
表
的
な
治
療
を
お
話
し

し
ま
す
。

　
薬
物
療
法

ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
や
ベ
ザ
フ
ィ
ブ
ラ
ー

ト
の
内
服
：
A
L
P
値
や
γ
G
T
P
値
を
低
下
さ

せ
ま
す

　
内
視
鏡
治
療

局
所
的
狭
窄
に
対
し
て
内
視
鏡
を
用
い
た
バ
ル
ー

ン
拡
張
術
や
ス
テ
ン
ト
留
置
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す

　
肝
移
植

肝
移
植
が
唯
一
の
根
治
的
治
療
と
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
肝
移
植
後
の
再
発
率
が
比
較
的
高
い

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
P
S
C
は
慢
性
的
に
徐
々
に
進
行
す
る
疾
患
で

す
が
、
早
期
診
断
と
適
切
な
管
理
に
よ
り
Q
O
L

(生
活
の
質
)を
維
持
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
可

能
で
す
。
P
S
C
は
ま
れ
な
疾
患
で
す
が
、
診
断

さ
れ
た
場
合
は
定
期
的
な
診
察
、
画
像
検
査
、
薬

物
療
法
が
不
可
欠
で
す
。
症
状
の
進
行
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
フ
ォ
ロ
ー
と
適
切
な
治

療
を
受
け
て
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

な
り
、
胆
汁
の
流
れ
が
滞
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
流
れ
が
滞
っ
た
部
分
に
細
菌
感
染
が

起
こ
る
と
胆
管
炎
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
黄

疸
出
現
を
契
機
に
P
S
C
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
P
S
C
全
体
の

19
％
）。
し
か
し
無
症
状
の
ま
ま
検
診
で
胆
管
に

異
常
を
指
摘
さ
れ
診
断
さ
れ
る
症
例
が
全
体
の
約

半
数
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
P
S
C
の
病

状
の
進
行
速
度
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
治

療
効
果
が
良
く
な
い
場
合
、
肝
硬
変
・
肝
不
全
へ

と
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
P
S
C
で

は
胆
管
が
ん
を
合
併
す
る
こ
と
が
比
較
的
多
い
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
重

要
で
す
。

　
初
期
の
症
状
は
軽
微
で
す
が
、
進
行
す
る
と
疲

労
感
・
痒
み
・
黄
疸
・
腹
痛
・
体
重
減
少
と
い
っ

た
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
胆
管
が
狭
く

　
無
症
状
の
ま
ま
経
過
す
る
場
合
や
ウ
ル
ソ
デ
オ

キ
シ
コ
ー
ル
酸
や
ベ
ザ
フ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
の
内
服
で

良
好
な
経
過
を
た
ど
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

P
S
C
と
診
断
さ
れ
ず
無
治
療
の
場
合
や
治
療
効

果
が
低
い
場
合
に
は
黄
疸
や
胆
管
炎
を
繰
り
返
す

よ
う
に
な
り
、
肝
硬
変
へ
と
進
行
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
も
記
載
し
ま
し
た
が

胆
管
が
ん
の
合
併
が
多
い
と
さ
れ
て
お
り
注
意
が

必
要
で
す
。 P

S
C
は
ど
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
る
か

5

　
血
液
検
査

肝
機
能
（
T
-
B
i
l
、
A
S
T
、
A
L
T
、

A
L
P
、γ
G
T
P
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
画
像
診
断

エ
コ
ー
検
査
、
C
T
検
査
、
M
R
C
P
と
い
う

M
R
I
検
査
、
E
R
C
P
と
い
う
内
視
鏡
を
用
い

た
検
査
。
こ
れ
ら
の
検
査
を
用
い
て
P
S
C
に
特

徴
的
な
胆
管
像
を
確
認
し
ま
す
（
図
１
・
図
2
）。

　
採
血
と
画
像
診
断
を
用
い
て
P
S
C
と
診
断
し

ま
す
が
、
確
定
診
断
の
た
め
に
肝
生
検
や
胆
管
生

検
と
い
っ
た
組
織
を
採
取
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

原
発
性
硬
化
性

胆
管
炎
に
つ
い
て

Prim
ary Sclerosing C

holangitis

自己免疫性
肝疾患
③

原
発
性
硬
化
性
胆
管
炎
と
は
？

1

症
状

2

Check
PSCと診断されてからも胆管がんを合併しないか、定期的
な画像フォローが必要です。

⇧…狭窄と拡張を交互に認めます

Check
PSCは検診の採血で軽度の
肝障害をきっかけに見つかる
こともしばしば経験します。検
診で肝障害を指摘された際
は、一度医療機関を受診す
ることをお勧めします。

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究　ホームページより転記

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究　ホームページより転記

肝臓

胆のう

胆管

十二指腸

正常

原発性硬化性胆管炎

中井  敦史
近畿大学病院
消化器内科 医師

図1

図2

検
査

3

治
療

4

最
後
に
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食事・栄養は肝炎患者さんの治療に重要となり
ます。肝疾患、生活習慣病、低栄養等、肝炎患者
さんの栄養アセスメント、食事・栄養相談を行い、
必要に応じて多職種と連携しています。また、広
報誌や市民公開講座で栄養に関する情報を発
信しています。

食事・栄養は肝炎患者さんの治療に重要となり
ます。肝疾患、生活習慣病、低栄養等、肝炎患者
さんの栄養アセスメント、食事・栄養相談を行い、
必要に応じて多職種と連携しています。また、広
報誌や市民公開講座で栄養に関する情報を発
信しています。

管理栄養士

私たち薬剤師は、お薬により引き起こされる重篤な
肝炎や副作用を防ぐため、一人一人に合わせたお
薬の量や検査結果を確認し、安心安全な薬物療法
の提供に努めています。また、お薬の飲み方や副作
用の説明を行い、患者さんが安心して治療を続けら
れるようサポートしています。

私たち薬剤師は、お薬により引き起こされる重篤な
肝炎や副作用を防ぐため、一人一人に合わせたお
薬の量や検査結果を確認し、安心安全な薬物療法
の提供に努めています。また、お薬の飲み方や副作
用の説明を行い、患者さんが安心して治療を続けら
れるようサポートしています。

薬剤師

医療費を抑えられる制度をもっと知っていただける
よう、医事課では助成の対象となりそうな退院患者
さんへご案内のチラシをお送りしております。2024
年の4月から助成を受ける要件が緩和されておりま
すので、肝疾患相談支援センター相談窓口へお気
軽にご相談ください。

医療費を抑えられる制度をもっと知っていただける
よう、医事課では助成の対象となりそうな退院患者
さんへご案内のチラシをお送りしております。2024
年の4月から助成を受ける要件が緩和されておりま
すので、肝疾患相談支援センター相談窓口へお気
軽にご相談ください。

医療費計算担当事務相談窓口では、肝炎治療にかかわる医療費助成の申請方
法などについて、電話や対面、メールでご相談をお受けし、
相談内容に応じて、他の専門職員へつなげる役割を担って
います。また、手術前検査などで肝炎ウイルス検査の結果
が陽性と判明した患者さんを抽出し、看護師と連携し確実
に結果をお伝えすることで治療につなげていただけるよ
う、働きかけを行っています。

相談窓口では、肝炎治療にかかわる医療費助成の申請方
法などについて、電話や対面、メールでご相談をお受けし、
相談内容に応じて、他の専門職員へつなげる役割を担って
います。また、手術前検査などで肝炎ウイルス検査の結果
が陽性と判明した患者さんを抽出し、看護師と連携し確実
に結果をお伝えすることで治療につなげていただけるよ
う、働きかけを行っています。

相談窓口担当事務

中央臨床検査部では肝炎ウイスル検査(HBｓ抗原
およびHCV抗体)で初回陽性の患者さんをピック
アップし、専門診療科の受診歴がない患者さんにつ
いて、電子カルテに陽性であることを記録していま
す。肝炎の患者さんの拾い上げと専門診療科への
受診を促す取り組みにより、臨床検査技師として患
者支援活動を継続的に実施しています。

中央臨床検査部では肝炎ウイスル検査(HBｓ抗原
およびHCV抗体)で初回陽性の患者さんをピック
アップし、専門診療科の受診歴がない患者さんにつ
いて、電子カルテに陽性であることを記録していま
す。肝炎の患者さんの拾い上げと専門診療科への
受診を促す取り組みにより、臨床検査技師として患
者支援活動を継続的に実施しています。

臨床検査技師

私たち医師は、「HBs抗原陽性またはHCV抗体陽性」にて紹介
していただいた患者さんの肝炎ウイルス感染状態を精密に診
断します。投薬が必要と判断すれば、腎機能による投与量の調
整や、内服中のお薬との相互作用について薬剤師へ確認しま
す。高額な薬であるため、肝疾患相談支援センターにて公費医
療制度について説明をうけていただきます。各部署と緊密に連
携しながら肝炎治療をおこなっていきます。

私たち医師は、「HBs抗原陽性またはHCV抗体陽性」にて紹介
していただいた患者さんの肝炎ウイルス感染状態を精密に診
断します。投薬が必要と判断すれば、腎機能による投与量の調
整や、内服中のお薬との相互作用について薬剤師へ確認しま
す。高額な薬であるため、肝疾患相談支援センターにて公費医
療制度について説明をうけていただきます。各部署と緊密に連
携しながら肝炎治療をおこなっていきます。

医師
肝炎医療コーディネーターは、肝炎患者さんが
適切な治療や支援を受けられるように、医療機
関、行政機関、その他の地域や職域の関係者間
の橋渡しを行う役割を担っています。

肝炎医療
コーディネーター
の取り組みの取り組み

肝炎医療
コーディネーター
の取り組みの取り組み 普段は消化器内科外来で診察介助を担っていま

す。患者さんとそのご家族の身近な存在の医療者と
して気軽に声をかけていただき、心配や不安な点を
ご相談ください。検査・治療を受けるにあたりサ
ポートいたします。ご相談内容に応じて院内の様々
な職種へと繋げる役割も行っています。

普段は消化器内科外来で診察介助を担っていま
す。患者さんとそのご家族の身近な存在の医療者と
して気軽に声をかけていただき、心配や不安な点を
ご相談ください。検査・治療を受けるにあたりサ
ポートいたします。ご相談内容に応じて院内の様々
な職種へと繋げる役割も行っています。

看護師

私たちが    サポートします私たちが    サポートします

 V
O

L.07
  PA

G
E

 0
6

 V
O

L.0
8

  PA
G

E
 07

 V
O

L.0
8

  PA
G

E
 0

6


